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 第１１回 上富良野町農業委員会総会 議事録 

 

１ 日  時  平成３０年５月１６日（水） 午後７時００分から午後８時０５分 

 

２ 場  所  ＪＡふらの上富良野支所 ２階役員会議室 

 

３ 出席委員  １２名 

席順 委員名 席順 委員名 席順 委員名 

１ 谷本 嘉彦 ２ 北村 啓一 ３ 岩田 修 

４ 佐藤 良二 ５ 沼沢 春美 ６ 桑田 俊和 

７ 島田 政志 ８ 三好 利和 10 井村 悦丈 

11 長谷川裕見 12 井村 昭次 13 青地  修 

      

 

 

 

４ 欠席委員 

９ 對馬 徹     

 

５ 遅参委員    なし 

 

 

６ 議事日程 

日程第１  会議録署名委員の決定 

日程第２  報告第１号 農地法第５条の規定に基づく意見の回答について 

日程第３  報告第２号 農地法１８条第６項の規定による通知について  

日程第４  諮問第１号 農用地利用集積計画の作成について 

日程第５  議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第６  議案第２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第７  議案第３号 土地の現況証明下付について 

 

 
７ 農業委員会事務局職員 

農業委員会事務局 局長 大谷 隆樹 主査 甲斐 幹彦 



 ３ 

 
８ 会議の概要 
   開会（午後７時００分）  （着席） 
 

 

 

 

事務局長 

 

事務局長 

 

 

對島委員 

 

事務局長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

開会の宣言 

 

只今より、第１１回上富良野町農業委員会総会を開会いたします。 

 

ご起立の上、農業委員会憲章の唱和を行います。 

１０番、井村悦丈 委員に合わせ、ご唱和ください。 

 

「唱和」 

 

ご着席ください。 

 

これより、会議を進めます。ただいまの出席委員は、１２名であります。 

定数に達しておりますので、これより第１１回上富良野町農業委員会総会を開会いたし

ます。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布したとおりでございます。 

日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。「事務局長」 

 

諸般の報告（別紙） 

 

以上をもって諸般の報告を終わります。 

 

日程第１、会議録署名委員の決定は、会議規則第１３条第２項により議長において、 

８番、三好利和 君、１０番、井村悦丈 君を指名いたします。 

                                       

 

日程第２、「報告第１号、農地法第５条第の規定に基づく意見の回答について」の件を

議題といたします。報告第 1号を、事務局が説明いたします。「事務局」 

                                       

 

報告第１号について、ご説明いたします。 

農地法第５条の規定に基づく意見の回答について、北海道農業会議より回答がありまし

たので報告をいたします。以下、報告第１号朗読。 

 

１番 

地番○○○○番○○の内、○○○○番○○の内の２筆です。地目について、公簿地目が

畑と山林、現況地目が畑と畑になっております。面積については２筆合計で９,０７６

㎡。転用の目的については火山灰の採取。計画内容は土量６,５２１㎥を採取する計画

です。土地の所有者は○○線○○号の○○○○さん。転用者は富良野市字○○○○の○

○○○会社さんです。転用に事由ですが、農業委員会においての議決日が平成３０年４

月１０日、翌日１１日に送達しまして、４月２５日に回答を受けております。許可日に

ついては４月２７日、許可番号は上富農委第５－３０－１で許可したところです。 

                                       

 

報告第１号について、発言はありませんか。 

 

「発言なし」の声あり 
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議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

発言がなければ、報告第１号を終わります。 

                                       

 

日程第３、「報告第２号、農地法第１８条第６項の規定による通知について」の件を議

題といたします。報告第２号を、事務局が説明いたします。「事務局」 

                                       

 

報告第２号について、ご説明いたします。 

農地法第１８条第６項の規定による農地の賃貸借権の解約申し出のあった次の件につ

いて、同法第１８条第１項のただし書の規定に該当するので報告いたします。以下、報

告第２号朗読。 

 

１番 

貸主は○○線○○号の○○○○さん、借主は○○線○○号の○○○○さん、土地の表示

は○○○○番○○の１筆、公簿地目は田、現況も田です、面積は３,８５４㎡、解約の

申し出は合意解約で、農地法３条による農地法使用貸借期限が平成２９年４月１日から

平成３０年３月３１日をもって合意解約となりました。 

 

２番 

○○線○○号の貸主が○○○○さん、借主が長野県○○郡○○村○○○○の○○○○さ

ん、土地の表示は○○○○番○○の１筆、地目は田、面積は４,９１３㎡、こちらも農

地法３条による賃貸借が平成３０年４月１日をもって合意解約となりました。 

 

３番 

貸主は長野県○○郡○○村○○○○の○○○○さん、借主は○○線○○号の○○○○さ

ん、土地の表示は○○○○番○○他３筆、地目は田と畑、面積の合計は１５,３６９㎡、

こちらも農地法３条による賃貸借が平成３０年４月１日をもって合意解約となりまし

た。 

 

４番 

貸主は○町○丁目○○番○○の○○○○さん、借主は○○線○○号○○番地○○の○○

○○さん、土地の表示は○○○○番○○他４筆、地目は田、面積の合計は３６,８１８

㎡、こちらも農地法３条による賃貸借が平成２９年１１月３０日をもって合意解約とな

りました。 

                                       

 

報告第２号について、発言はありませんか。 

 

「発言なし」の声あり 

 

発言がなければ、報告第１号を終わります。 

                                       

 

日程第４、「諮問第１号、農用地利用集積計画の作成について」の件を議題といたしま

す。諮問第１号を、事務局が説明いたします。「事務局」 

                                       

 

諮問第１号について、ご説明いたします。 

○○地区農用地利用改善事業実施組合より、次の利用権の設定についての申し出がなさ

れ、この申し出が適当と認められるので、農業経営基盤強化促進法(昭和５５年法律第

６５号)第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を定めるにあたり貴会の意見

を求める。 
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事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

長谷川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

長谷川委員 

 

 

 

 

   平成 30年 5月 16日提出 上富良野町長  向山 富夫 

 

農用地利用集積計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各条件を満た

していると判断されます。審議の資料として、調査書をご覧願います。以下、諮問第１

号朗読。 

 

所４ 

出し手は○○線○○号の○○○○さん、受け手は○○線○○号の○○会社○○○○さ

ん、○○○○番○○他、田３筆となっております、面積の合計は１２９,７６３㎡、内

容は売買、対価については１０,５０７千円です。 

                                       

 

諮問第１号、所４について、提案に関する補足説明を願います。 

「１１番、長谷川裕見 委員」 

                                       

 

１１番、長谷川です。所４について、補足説明いたします。 

 

４月２３日に○○地区農用地利用改善事業実施組合の会議が、○○○○で開かれ、売買

１件の利用集積が成立いたしました。 

 

出し手、○○線○○号の○○○○さん、 

受け手、○○線○○号の○○会社○○○○さん 

所在地は、○○地区、○○○○道路沿いと、○○地区、○○○○道路沿いの２箇所とな

ります。 

○○は○○地区なので本来は○○で斡旋会を行わなければならないのですが、今回、出

し手も受け手も同一人なので一緒に○○○○で行いました。 

○○地区の土地ですが、復路地となっておりまして、今回、○○○○さんも復路地を了

承しております。農道の通行許可書を作りまして、土地の所有者から了解をもらってお

り、立ち会ったということで佐藤委員と私の署名と捺印をして、斡旋会を開いておりま

す。 

単価ですが、○○地区は両サイドが傾斜なので７０,０００円、真ん中が傾斜が緩いの

で８０,０００円、ちょうど１/２なので、トータルで７５,０００円で斡旋しておりま

す。また、○○地区の○○○○番○○は傾斜がきついので８０,０００円、○○番が９

０,０００円となり斡旋会をしました。また、この土地は両方とも牧草が植わっており、

牧草を作物の対価として、土地代とは関係ありませんが、反当５,０００円をみてもら

っております。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これより質疑に入ります。 

 

議長の私が発言していいのかわかりませんが、この案件、ちょっと不味い事が今の話の

中ではあるかなと思います。確かに現時点では、復路地を今度所有する方と合意は出来

ておりますが、これが第３者に売ったりした場合に通行許可書は生きないのです。農業

委員会としては復路地は極力ダメですよ、復路地になるような斡旋の仕方はダメですよ

と。 

 

それは指摘したのです。○○○○さんも前回、復路地の土地を農業委員会の斡旋で買い

求めて買った。それ逆に指摘された。前回は前回で今回はダメだから、この書類をもっ

て進めた訳です。前回は復路地であっても農業委員会で斡旋会をして○○○○さんが所 

 



 ６ 

 

長谷川委員 

 

議 長 

 

長谷川委員 

 

議 長 

 

長谷川委員 

 

 

谷本委員 

 

 

長谷川委員 

 

谷本委員 

 

長谷川委員 

 

谷本委員 

 

長谷川委員 

 

北村委員 

 

長谷川委員 

 

北村委員 

 

長谷川委員 

 

議 長 

 

 

谷本委員 

 

 

議 長 

 

長谷川委員 

 

谷本委員 

 

 

 

 

 

 

長谷川委員 

 

議 長 

 

 

有権を移転して。 

 

絶対にダメだということはないだろうが。 

 

一応、通行許可証ということで。 

 

それは、代が変わろうが、人が変わろうが、ずっと通しますというものではない。 

 

今回買う○○○○さんに対しての通行していいですよということですから、所有者が変

わった場合は新たな別な話になります。 

 

通っていいですよって人が変わって、違う人が入って、その人がダメって言ったら困り

ますよね。 

 

その時は、立ち会人と話し合いはします。その文言は入ってます。 

 

○○○○さんではなくて、そこに住んでいる方が、将来も住んで。 

 

住んではおりません。 

 

図面は無いのですね。今回通す場所。 

 

図面はありません。 

 

その通る所は農道ですか。畑を通るのですか。 

 

山林です。 

 

道はついているのですか。 

 

当然、道はついているので通れます。 

 

所有者が変更する場合は再度協議を行う。異議の無い場合は権利を継承する。だから、

異議を出されたら権利は継承しない。通れなくなるかと。 

 

山林を分けてもらえないのか。通れるように。農地ではないから。農業委員会とは別だ

けど、仲に入って。そうしたら困るようなことはないかと。 

 

事前に農業会議所へ問い合わせをしておけば。今、聞くまで知らなった。 

 

前の事務局長が作ってくれた書類で、立会人だけ佐藤さんと２名に増やしただけです。 

 

○○○○さんの畑の時もこのような案件が出ました。○○○○さんが買ってくれました

が。○○○○さんの家の前の道路が狭くてダメで、○○○○さん側に道をつけさせてく

ださいと入って、○○○○さんの道を買ってくれた。立会人は農業委員ということで自

分が入った。○○○○さんも賃貸ではなく売りますと言ってくれました。今回もそこの

部分だけ山林だったら上手く話が出来るなら復路地にならなくていいのかなと思いま

す。 

 

それがベストですよね。 

 

そこの土地を自分で道路をつけても入って行かないかと。周りが他人のものだから。だ

から不味いかと。 
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北村委員 

 

長谷川委員 

 

 

谷本委員 

 

佐藤委員 

 

 

議 長 

 

事務局長 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

桑田委員 

 

佐藤委員 

 

長谷川委員 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

長谷川委員 

 

谷本委員 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

島田委員 

 

議 長 

 

 

 

 

 

山林としては必要な道路なのですか。 

 

山林としてではなく、畑に行くのに必要な道路であって、山林に対しては必要な道路で

はない。 

 

山林の面積は広いのですか。 

 

縦長に広いです。土地の所有者は元々○○○○にいた人ではなくて、他から入った方で、

山林ごと住宅を買い求めて入植されている方です。 

 

これは急ぐ案件ですか。来月ではだめですか。 

 

対価の支払時期が平成３０年１０月３１日、引渡しは今日の総会の後という予定をして

いたところです。 

 

問い合わせをしたい。農業会議所に。過去にも復路地でいろいろ問題になって、復路地

の農地を売るのはダメですよと。地権者が通ったらダメと言ったら一生は入ることが出

来ない土地になってしまう。そういう売り方を許可するのは好ましくありませんよ。絶

対とは聞いてはないが。買う人もダメと言われて入れなくなるような土地は。仲の良い

時はいいですが、何かあった時は行くことすら出来ない土地になってしまう。 

 

道路から農地までの距離はどのくらいありますか。 

 

○○○○さんの山林も農地に行くまでにある。１００mぐらいあるかと。 

 

○○○○さんへは復路地は斡旋できない旨を。そうしたら、逆に農業委員会の斡旋会を

開いてもらって買ったと言われた。 

 

昔は制限がなかったから。現実問題として、すったもんだした案件があったとか。自分

が地区の改善組合長を務めた時に、似たような話がありました。○○○○さんの土地だ

ったか、○○○○さんと○○○○さんが手を上げたけど、片方が、お前は何所から入る

のだ。と復路地だから俺しか出入り出来ないだろ。と取っていった。そういうことが現

実としてあった。 

 

それは、その人が欲しくて理由をつけて自分のものにした。 

 

この件は、○○○○さんとその人の山林があるのだから、○○○○さんが山林の一部位、

道路の所だけでもいいですよと。もう片一方の方がいいと言ってくれれば復路地になら

ないで○○○○さんが入って行けるかと。農地でないので農業委員は話を出来ないけ

ど。○○○○さんはいいと言うと思われる。今回、売りに出している案件だから。もう

１人の方も、そこだけ分けてくれるように話をつけて、自分も斡旋会に出ていたが、話

が出来ていると思っていた。詳しく知らなかった。いい方向で、測量も入れないで出来

ないものか。 

 

測量を入れないで土地の売買は出来ないかと。 

 

分筆をしなければならない。 

 

この案件は、１ヶ月先送り、保留ということで、事務局の方から農業会議所の方に問い

合わせをして、復路地の案件はどのように対処するのか問い合わせをしてもらってから

の方が間違えはないかと。 

 

いかがでしょうか。 
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議 長 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

島田委員 

 

「異議なし」の声あり 

 

１ヶ月保留でお願いします。 

                                       

 

日程第５、議案第１号、「農地法第３条第１項による許可申請について」の件を議題と

いたします。議案第１号を、事務局が説明いたします。「事務局」 

                                       

 

議案第１号について、ご説明いたします。 

農地法第３条第１項の規定による許可申請のあった次の件について、同条第２項の規定

に基づき許可に可否について審議を求める。 

   平成 30年 5月 16日提出  上富良野町農業委員会会長 青地  修 

 

許可申請は、農地法第３条第２項各号の規定に該当しないため、許可の要件を満たして

いると判断されます。 

審議の資料として、農地法第３条調書をご覧願います。以下、内容を朗読。 

 

１番 

土地の表示○○○○番○○他３筆、地目は田と畑、面積の合計は１５,３６９㎡、譲渡

人は長野県○○郡○○村○○○○の○○○○さん、受け手は○○線○○号○○番○○の

○○○○さん、売買となりました。 

 

２番 

土地の表示は○○○○番○○他２筆、地目は田と畑、面積の合計は１４,２８６㎡、出

し手は○○線○○号の○○○○さん、受け手は○○線○○号○○番○○の○○○○さ

ん、こちらは賃貸借となりました。 

 

３番 

土地の表示は○○○○番○○の１筆、地目は田、面積は３,８５４㎡、出し手は○○線

○○号の○○○○さん、受け手は○○線○○号の○○○○さん、使用貸借となりました。 

 

４番 

土地の表示は○○○○番○○の１筆、地目は田、面積は１０,６０６㎡、出し手は○○

線○○号の○○○○さん、受け手は○○線○○号の○○○○さん、使用貸借となりまし

た。 

 

５番 

土地の表示は○○○○番○○他３筆、地目は畑と田、面積の合計は６８,６３４㎡、出

し手は○○○○の○○○○さん、受け手は○○○○の○○会社○○○○さん、賃貸借と

なりました。 

 

６番 

土地の表示は○○○○番○○他７筆、地目は畑、面積の合計は２１,９９４㎡、出し手

は○○線○○号の○○会社○○○○さん、受け手は河西郡○○村○○○○の○○○○会

社さん、売買となりました。 

                                       

 

議案第１号、１番、２番について、提案に関する補足説明を願います。 

「７番、島田政志 委員」 

                                       

 

７番、島田です。 議案第１号、１番、２番について、補足説明いたします。 



 ９ 

 

島田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

三好委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

１番 

出し手、長野県○○郡○○村○○○○の○○○○さん 

受け手、○○線○○号○○番○○の○○○○さん  

所在地は、○○地区、○○線○○号となります。 

○○○○さんの離農に伴い、新規就農の○○○○さんへの売買となりました。 

 

○○○○さんは、○○○○さんの奥さんです。名義を財産の関係上、奥さんである○○

○○さんになっております。 

 

２番 

出し手、○○線○○号の○○○○さん 

受け手、○○線○○号○○番○○の○○○○さん 

所在地は、○○地区、○○線○○号となります。 

○○○○さんから新規就農の○○○○さんへの賃貸借となりました。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 

 

議案第１号、１番、２番について、これより質疑に入ります。 

 

「なし」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第１号、１番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決すること

にご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 

続いて議案第１号、２番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決することにご

異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議案第１号、３番、４番について、提案に関する補足説明を願います。 

「８番、三好利和 委員」 

                                       

 

８番、三好です。 議案第１号、３番、４番について、補足説明いたします。 

 

３番 

出し手、○○線○○号の○○○○さん 

受け手、○○線○○号の○○○○さん 

所在地は、○○地区、○○線○○号となります。 

○○○○さんの経営移譲に伴い、○○○○さんへの使用貸借となりました。 

 



 １０ 

 

三好委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

４番 

出し手、○○線○○号の○○○○さん 

受け手、○○線○○号の○○○○さん  

所在地は、○○地区、○○線○○号となります。 

○○○○さんの経営移譲に伴い、○○○○さんへの使用貸借となりました 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 

 

議案第１号、３番、４番について、これより質疑に入ります。 

 

「なし」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第１号、３番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決すること

にご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

続いて議案第１号、４番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決することにご

異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議案第１号、５番、６番について、提案に関する補足説明を願います。 

「４番、佐藤良二 委員」 

                                       

 

４番、佐藤です。 議案第１号、５番、６番について、補足説明いたします。 

 

５番 

出し手、○○○○の○○○○さん 

受け手、○○会社○○○○さん 

所在地は、○○地区、○○○○線の○○○○さん住宅の南側となります。 

○○○○さんの再処分により○○会社○○○○さんへの賃貸借となりました。 

 

続きまして、議案第１号、６番 

出し手、○○線○○号の○○会社○○○○さん 

受け手、河西郡○○村○○○○の○○○○会社さん 

所在地は、○○○○の下で、○○○○道路の北側となります。 

○○○○さんの経営地の合理化に伴い、○○○○会社さんへの売買となりました。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 



 １１ 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号、５番、６番について、これより質疑に入ります。 

 

「なし」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第１号、５番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決すること

にご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

続いて議案第１号、６番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決することにご

異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

日程第６、議案第２号「農地法第３条第１項による許可申請について」の件を議題とい

たします。議案第２号を、事務局が説明いたします。「事務局」 

                                       

 

議案第２号について、ご説明いたします。 

農地法第３条第１項の規定による許可申請のあった次の件について、同条第２項の規定

に基づき許可に可否について審議を求める。 

   平成 30年 5月 16日提出  上富良野町農業委員会会長 青地  修 

 

許可申請は、農地法第３条第２項各号の規定に該当しないため、許可の要件を満たして

いると判断されます。 

審議の資料として、農地法第３条調書をご覧願います。以下、内容を朗読。 

 

７番 

土地の表示は○○○○番○○の１筆、地目は畑、面積は６,６６６㎡、出し手は上川郡

美瑛町○○○○の○○○○さん、受け手は○○○○の○○○○さん、賃貸借となりまし

た。 

                                       

 

議案第２号、７番について、提案に関する補足説明を願います。 

「４番、佐藤良二 委員」 

                                       

 

４番、佐藤です。 議案第２号、７番について、補足説明いたします。 

 

出し手、上川郡美瑛町○○○○の○○○○さん 

受け手、○○○○の○○○○さん 

所在地は、○○○○道路の北側で○○○○との境界となります。 

 

○○○○さんの規模縮小に伴い、○○○○さんへの賃貸借となりました。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       



 １２ 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 

 

議案第２号、７番について、これより質疑に入ります。 

 

「なし」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第２号、７番を採決いたします。本件は、原案のとおり、可決すること

にご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

日程第７、議案第３号「土地の現況証明書下付について」の件を議題といたします。 

議案第３号を、事務局が説明いたします。「事務局」 

                                       

 

議案第３号について、ご説明いたします。 

北海道農地法関係事務処理要領及び上富良野町農業委員会土地の現況証明事務取扱要

領の規定に基づき、次の件について証明書を下付したく審議を求める。 

   平成 30年 5月 16日提出  上富良野町農業委員会会長 青 地  修 

 

審議資料として、現地調査等を添付してございます。以下、内容を朗読。 

 

１番 

土地の表示は○○○○番○○の１筆、公簿地目は田、面積は６９３㎡、土地の所有者は

○○線○○号の○○○○さん、申請者も同じです。今回、現況証明のために○○○○番

○○から分筆を行い、○○○○番○○が分筆されました。この分筆された部分は、現況

は昭和５２年頃から建物敷地として使用されており、その状況については、数年前の調

査で判明したところ、今回、分筆を行ったことから地目変更登記のための証明の依頼と

なりました。 

 

２番 

○○○○番○○の１筆、公簿地目は宅地、面積は３８７.０８㎡、土地の所有者は○○

線○○号の○○○○さん、申請者も同じです。平成１３年の４月から農地として利用し

ており、今回、農地への地目変更登記のための証明の依頼となりました。 

 

３番 

○○○○番○○他３筆、公簿地目は畑、面積は３,１４７㎡、土地の所有者は○○線○

○号の○○○○さん、申請者も同じです。平成８年に農地法４条の許可を受け農業用倉

庫等を建設しましたが、今回、地目変更時のための証明の依頼となりました。 

                                       

 

これをもって提案理由の説明を終わります。 

 

議案第３号、１番について、提案に関する補足説明を願います。 

１１番、長谷川裕見 委員 

                                       



 １３ 

 

 

 

長谷川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

北村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

島田委員 

 

 

事務局長 

 

議 長 

 

 

 

                                       

 

１１番、長谷川です。４月２３日に谷本委員、沼沢委員とともに現地調査を行いました。 

 

所有者は、○○地区の○○○○さん。 

所在地は、○○地区、○○線○○号です。 

土地の経過については、事務局の説明通りです。 

公簿上は農地ですが、農地以外とすることが適当と思います。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

 

「なしの声あり」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり、決することにご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議案第３号、２番について、提案に関する補足説明を願います。 

２番、北村啓一 委員 

                                       

 

２番、北村です。５月１日に井村昭次委員、井村悦丈委員とともに現地調査を行いまし

た。 

 

所有者は、○○地区の○○○○さん。 

所在地は、○○地区、○○線○○号道路南側です。 

現地確認したところ、畑となっています。 

登記の公簿は宅地ですが、農地に地目変更しても支障ないと思います。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

 

地目ですが、畑になっているとの説明でしたが、ここに農地と記載されています。田と

か畑とか草地とかではなく、農地でいいのですか。 

 

田とか畑とか地目を指定するものではなく、農地として認める表現をしている。 

 

転作絡みがあるから、田になるか畑になるかわからないかと。地目が設定されていない 

段階かと。農地として認めてくださいとのこと。 

 



 １４ 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

桑田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

他にありませんか。 

 

「なしの声あり」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第３号、２番を採決いたします。 

本件は、原案のとおり、決することにご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議案第３号、３番について、提案に関する補足説明を願います。 

「６番、桑田俊和 委員」 

                                       

 

６番、桑田です。５月１日に井村昭次委員、井村悦丈委員とともに現地調査を行いまし

た。 

 

所有者は、○○○○さん。 

所在地は、○○地区、○○線○○号、○○○○さんの住宅の北側です。 

現地確認による現地の状況は、農業用倉庫が建っておりまして、農地としては認められ

ない状況です。 

登記の公簿は農地ですが、農地以外に地目変更しても支障ないと思います。 

 

慎重審議をよろしくお願いします。 

                                       

 

これをもって提案に関する補足説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

 

「なしの声あり」の声あり 

 

なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 

これより、議案第３号、３番を採決いたします。 

本件は、原案のとおり、決することにご異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

ご異議なしと認めます。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

                                       

 

本日の日程は、全て終了いたしました。 

第１１回上富良野町農業委員会総会を閉会いたします。 

                                       

 

全員ご起立ください。「礼」 

                                       

 

 



 １５ 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

以上、報告２件、諮問１件、議案３件の審議を終了し議長が閉会を宣言する。 

 

                           午後８時０５分 

                                       

 

上記第１１回農業委員会総会の顛末に相違ないことを証するため署名する。 

 

平成３０年５月１７日 

 

 

        上富良野町農業委員会長                   

 

        上富良野町農業委員                     

 

        上富良野町農業委員                     

 

 


